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問　

小
川
地
区
な
ど
す
ぐ
に
氾
濫
危
険

が
予
想
さ
れ
る
河
川
の
改
修
や
冠
水
が

予
想
さ
れ
る
道
路
の
か
さ
上
げ
、
大
規

模
な
土
砂
災
害
が
起
こ
り
そ
う
な
場
所

の
砂
防
堰
堤
な
ど
を
行
う
予
定
は
あ
る

の
か
。

建
設
部
長　

河
川
の
改
修
に
つ
い
て
は

長
期
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
国
に
お
い
て
は
阿
武
隈
川
の
堤
防

強
化
と
し
て
堤
防
天
端
幅
の
拡
幅
工
事

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
県
で
は

五
間
堀
川
の
志
賀
沢
川
合
流
点
か
ら
南

貞
山
運
河
ま
で
の
河
道
の
改
修
と
赤
井

江
排
水
機
場
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
志
賀
沢
川
の
Ｊ
Ｒ
東
北
本

線
か
ら
五
間
堀
川
合
流
点
ま
で
を
整
備

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
は
、
隣

接
す
る
既
存
宅
地
と
の
関
係
か
ら
、
単

に
か
さ
上
げ
し
て
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
現
時
点
で
は
浸
水
対
策

事
業
と
し
て
側
溝
整
備
を
計
画
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
が
想
定
さ
れ
る
場

所
な
ど
の
砂
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
宮

城
県
が
全
体
計
画
を
定
め
、
砂
防
ダ
ム

な
ど
の
対
策
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
状
を
踏
ま
え
て
、
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
宮
城
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

長
期
的
に
早
め
の
安
全
対
策

問　

志
賀
沢
川
の
河
川
改
修
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

土
木
課
長　

ま
ず
河
道
の
幅
を
広
げ
ま

す
。
次
に
堤
防
の
幅
を
広
げ
た
り
、
堤

防
の
高
さ
も
あ
る
程
度
か
さ
上
げ
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
回
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
13
カ

所
新
た
に
指
定
さ
れ
た
が
、
今
後
三
色

吉
や
北
長
谷
な
ど
西
部
地
区
全
体
で
指

定
す
る
地
域
は
ど
の
く
ら
い
増
え
て
い

く
の
か
。

土
木
課
長　

西
部
地
区
全
体
の
危
険
箇

所
で
土
石
流
や（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
）

色
付
け
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
宮
城
県

が
土
砂
災
害
危
険
区
域
に
指
定
す
る
調

査
を
行
う
予
定
で
す
。

◎
そ
の
他
の
質
問

・
震
災
復
興

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
観
光
対
策

問　

市
政
報
告
に
「
亀
塚
第
一
住
宅
跡

地
に
子
育
て
・
障
害
者
・
高
齢
者
支
援

を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
型
福
祉
施
設
に

温
泉
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
交
流
機
能
を
加

え
た
拠
点
整
備
に
つ
い
て
提
案
を
受
け

て
い
る
」
と
あ
っ
た
が
、
地
域
住
民
の

声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
参
事　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に（
亀

塚
第
一
住
宅
跡
地
を
具
体
化
し
て
い
く

際
に
は
）
地
域
住
民
の
方
々
の
話
を
聞

い
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　

若
者
世
代
定
住
促
進
の
た
め
に
も

保
育
施
設
の
充
実
は
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。
子
育
て
支
援
を
検
討
す
る
場
合
、

古
く
手
狭
に
な
っ
て
い
る
亀
塚
保
育
所

及
び
相
の
原
保
育
所
再
編
も
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。

市
長　
（
相
の
原
・
亀
塚
保
育
所
）
設

立
当
初
と
は
（
団
地
の
）
状
況
も
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、（
亀
塚
保
育
所
は
）
駅
に
近
い

と
い
う
立
地
を
有
効
に
活
用
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

問　

公
設
小
売
市
場
跡
地
は
、
地
方
創

生
関
連
交
付
金
等
を
活
用
し
て
市
民
活

動
拠
点
整
備
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
、

施
設
規
模
や
内
容
は
ど
の
よ
う
な
想
定

な
の
か
。

総
務
部
参
事　

敷
地
面
積
１
１
０
０
平

㍍
、
施
設
規
模
は
延
べ
床
面
積
約
７
０

０
平
㍍
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問　

駅
に
近
い
中
心
地
と
い
う
立
地
を

生
か
し
て
、
中
高
生
や
青
少
年
の
活
動

拠
点
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
考
え
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
参
事　

若
い
世
代
か
ら
高
齢
世

代
の
多
世
代
交
流
の
拠
点
と
し
て
考
え

ま
す
。駅

前
民
有
地
は
ど
う
活
用
か

問　

駅
前
民
有
地
の
活
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
（
今
回
地
権
者
の
方
か
ら
地
域

貢
献
の
た
め
に
土
地
活
用
の
提
案
が
あ

り
、
亀
塚
第
一
住
宅
跡
地
、
公
設
小
売

市
場
跡
地
の
活
用
も
含
め
て
検
討
し
て

い
く
）
新
し
い
岩
沼
の
顔
、
岩
沼
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
し
っ
か
り
つ
く
る
と

い
う
目
的
の
た
め
に
、
民
間
と
行
政
が

協
力
し
て
進
め
る
考
え
で
す
。
ま
ず
、

職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
議

論
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
公
共
施
設
の
維
持
管
理

今
後
の
防
災
と
減
災
対
策
は

髙
橋　

光
孝

地
方
創
生
の
推
進

布
田　

恵
美


